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Ⅲ 結果と考察
1 教育実習生の配属学年（図1）
本調査では，4年生が多かった。この結果を低学年・中学年・高学年で見てみると中学年が
約48％になる。実習校は，授業実践力のある先生を指導教諭として決定してくれると思われる。
が，1年生と6年生の少なさを考えると，学年の発達段階による中学年の配置も否めない。学
年に関係なく指導教諭優先なのか。それとも発達段階（児童の対応がしやすい）による学年優
先なのか，1年生と6年生の配属が非常に少ない点も含めて，今後の研究としたい。
2 教育実習生の配属学年（男女別）（図2）
次に，配属学年を男女別で比較してみた。男性で見ると1の結果と同様，中学年の配属が多
いが，女性の場合4年2年5年とばらつきが見られた。1でも述べているが，教師側の受け入
れ体制として，指導教諭をどのように決定しているのかを調査してみる価値はある。
3 教育実習生の研究授業実施教科（図3）
図で示されているとおり算数科が60％強を占めている。次いで国語科，社会科となっている。
いわゆる主要教科で90％ を超えている。算数科が圧倒的に多いのは，授業の進めやすさが考
えられる。また，1つの解を求めるために，様々な活動を作ることもできるからと考える。国
語科，算数科はすべての学年で実施しており，理科はすべて4年生 音楽科は2年生，家庭科
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図1 教育実習生の配属学年
図2 教育実習生の配属学年（男女別）
は5年生，体育科は2年生と4年生での実施であった。
4 教育実習生の研究授業決定方法（図4）
研究授業教科をどのようにして決めたのか。
・自分で決定（図は自分と表記）
・指導教諭の助言や意向で決定（図は指導教諭と表記）
・指導教諭の助言や意向をもとに最後は実習生自身が決定（図は指導教諭と自分と表記）
ある程度教育実習生の希望を聞き，教科やその進度等を含めて，指導教諭と調整をしながら
決定していく経験が稿者（二宮）にはあったので，自分で決定した学生が40％近くいたのは少々
驚いている。この結果は，指導教諭が実習生の意向をすべて聞いてくれたのかあるいは，指導
教諭の意向と合致したのかどちらかであろう。指導教諭の意向と合致した場合，自分で決定し
た回答になるはずである。一方，指導教諭の助言や意向のみで決定した場合，実習生の反応は
どうなのだろうか。数名に話を聞き取ったところ，実習生自身も行いたかったことやその先生
の専門教科だから頑張りたいとの前向きな考えであった。
5 教育実習生の自己決定理由（図5）自身で決定した教科（図6）
自分で決定した実習生のみに追加の質問を行った。（複数回答可）
・指導しやすい（しやすそう）だから（図は指導しやすいと表記）
・指導時数が少ないから
・自分の専門教科（ゼミ）・得意教科だから（図は専門・ゼミ・得意と表記）
283
ᅜㄒ
㻝㻤㻚㻞㻑
♫఍
㻡㻚㻞㻑
⟬ᩘ
㻢㻢㻚㻞㻑
⌮⛉
㻟㻚㻥㻑
㡢ᴦ
㻝㻚㻟㻑
ᐙᗞ⛉
㻝㻚㻟㻑 య⫱
㻟㻚㻥㻑
ᐇ᪋ᩍ⛉
図3 教育実習生の研究授業実施教科
図4 教育実習生の研究授業決定方法
・その他（記述）
指導時数が少ないという回答がなく，時数の多寡は研究授業に関係ないと思われる。指導し
やすいという回答が半数を超え，研究授業の教科と比べると算数科が多いことからやはり算数
科が指導しやすく研究授業として扱いやすいことで教育実習生自身が選択したといえるだろう。
また，専門教科（ゼミ）や得意教科の回答も多いことから，追跡調査を行っていないが，学生
のゼミナール所属（3年次）は，ゼミナール担任の専門教科で選んでいる学生もいることがう
かがえる。
その他（記述）の回答は
・答えが1つのものよりいくつも答えのあるものの方が自分に合った指導ができると思った
から（国語科で研究授業）
・専門でない教科に挑戦したかったから（算数科で研究授業）
・児童の実態に即して授業が行えると考えたから（算数科で研究授業）
・物語（教材）をやりたかったから（国語科で研究授業）であった。
専門外の教科に挑戦しようとしたり，多様な考えを引き出す授業に挑戦したりと意欲的な学
生もいることが少なからず在籍していることは非常に喜ばしいことである。
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図5 教育実習生の自己決定理由
図6 教育実習生自身で決定した教科
6 指導教諭の意向または指導教教諭の意向助言で決定した教科（図7）
一方，指導教諭の意向や指導教諭の意向や助言を受けて決定した教科も算数科が多かった。
やはり算数科授業自体指導教諭も教育実習生も指導しやすいと考えているのだろう。
4でも述べているが，指導教諭の意向で決まった教科でも教育実習生は前向きに捉え，研究
授業に臨んでいる。
Ⅳ まとめ
○教育実習生の配属学年は，中学年が多い。そこに配属の振り分けに男女差は見られない。
○アンケート調査から，教育実習生の研究授業教科は，ほぼ主要教科である。中でも算数科と
国語科で大半を占めている。
○研究授業教科の決定は，教育実習生自身，または，指導教諭との相談で決定し，その多くは
国語科，算数科である。また，指導教諭のみの意向でも国語科，算数科に決定していること
が多い。
○指導しやすそうという理由から，算数科を選択している学生も多い。
○記述式の回答から，あえて意欲的に挑戦しようと研究授業の教科を決定した学生もいる。
Ⅴ 課題
●配属学級について決定方法についての調査。（学校長の意向なのか，教諭の意思なのか）
●調査人数を増やすこと。
●アンケート内容の精選と細分化を図った調査。（得意教科が所属ゼミナールと関係するのか，
研究授業教科決定の際の詳細な経緯など）
●教員側のアンケート実施による学生との比較検討。
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図7 指導教諭の意向または指導教教諭の意向助言で決定した教科
Ⅵ おわりに
本学科初等教育コースでは，教育実習事後指導の際に教育実習報告会を行っている。教育実
習を終えた学生は多くのことを学んだと報告している。感想レポートを見ると，楽しかったこ
とや学んだこと，様々な内容で書かれている。
児童との関わり方，指導技術について，学校の雰囲気等いずれもためになった記述が多い。
多くの学生は，改めて教員を目指したい，迷っていたがやはり教員を目指したいと考えてい
るようだ。
また，レポートでは教育実習で身についたことを記入させた。多かったのは，子ども理解の
力，次いで授業力とコミュニケーション力であった。
教育実習は，学生にとって一番学びの深まる場である。教育実習事前指導，教育実習事後指
導，教職実践演習の講義を通して，教育実習前から，教育実習後そして，卒業前までに大切な
ことを指導していきたい。
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